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農林水産省で
デジタル田園都市国家構想を
さらに成功させる８つの具体案

農山漁村イノベーション８策
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この中で、確実に、すぐに具体化できるもの８つ
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農水省のデジタル田園都市国家構想を
確実に実現させる具体的なイノベーション

①官民連携の強化
②農泊のアプリ化＆動画作成
③オンライン学習
④６次産品 オンライン販売
⑤過疎な農村のオンライン医療
⑥農業労働力確保
⑦コミュニティバス支援
⑧AI型チャットボット



• 行政ＤＸチーム

①官民連携の強化

デジタルを国と自治体だけで実現することは困難。

民間IT企業等との官民連携が最重要。

2月18日に一般社団法人デジタル田園都市国家構想応援団が設立。
初回は、若宮大臣のセミナーに内容が決定してるが、
３回目あたりで民間向けに農水省セミナーを実施してはどうか？

ホームページ
https://digital-supporter.net/

アプリ

https://digital-supporter.net/
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②農泊アプリ＆動画作成

農泊の発信力を強化する。全国の農泊の魅力と
案内をするアプリを作成し、農林水産省の
LINEに埋め込む。
紙媒体ではなく、デジタル化して発信力を強
化。魅力を伝える動画の作成。

農林水産省 農泊アプリデモ
https://maff.work/
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③オンライン学習

農村デューサー養成オンライン講座システム

・授業動画と４択問題で学習効率をアップ

・PCでもスマホでも学校GIGA端末でも可能

【参考】

東武スマートオンライン学習システム

https://tobutop.tokyo/study

・授業動画 １５００本、選択問題 ２万問
・コンテンツ
Gakken、数学検定協会、いま-みらい塾、
ケンブリッジ英検、全国心理業連合会

・システム開発
東武トップツアーズ

エクセルだけで
超短期開発が
可能なオンライン
学習システム

https://tobutop.tokyo/study
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④６次産品オンライン販売

作っても、販売が難しかった地域産品。
多様な地域資源を活用した商品・サービスの開発等の推進した上で、
全国に販売できるシステム。過去の購入データを見ながら、LINEでの
プッシュ通知で再販をかける。特にジビエなど競合の少ない商品。

【参考】

東武デジタル田園都市国家構想
自治体支援セミナー

「ECサイトの運営」

https://www.dx-tobu.com/

https://www.dx-tobu.com/
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⑤過疎地域でのオンライン医療

・全国で２４時間対応できるオンライン診療システム

・特に、夜間・休日に支援することで、

医師会、医療従事者、保健所職員の負担を軽減。

・都道府県のコロナLINEに埋め込むと効果的。

【参考】

東武 デジタル田園都市国家構想
自治体支援セミナー
「オンライン医療」

https://www.dx-tobu.com/

https://www.dx-tobu.com/
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⑥農業労働力確保のLINE

デモアカウント
をお試しください

農林水産省のLINEアカウントに、農業体験を希望する都会の方の登録フォームと、
農繁期におけるLINE＋アプリの通知システム。
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⑦過疎地のコミュニティバスの支援
◆安価で購入でき、利用者の利便性が向上します︕
①いつでもどこでも購入可能 ▶オンラインでキャッシュレス精算なので窓゙⼝の営業時
間に関係なく購 入可能。対⾯での購入は不要
②専用⾞載器不要▶乗⾞時はスマホの画⾯を見せるだけなので、専用⾞載器の設置が
不要
③新たな専用アプリのダウンロード不要 ▶LINEを利用したシステムなので、利用者も
気軽に購入できる
④データ集計も簡単に ▶購入されたデータを管理画⾯で確認、 アナログ集計から⼯数
削減さらにワンストップで支払いから返⾦まで可能
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⑧AI型チャットボット

人手の少ない町役場などの自治体向け。
土日や夜間も自動で回答してくれる︕
コスト削減＆利便性向上

【参考】

東武 AI型チャットボット
https://tobutop.tokyo/ai

東武AI型 ゴミ分別
https://tobutop.tokyo/gomi

エクセルだけで
超短期開発が可能

https://tobutop.tokyo/ai
https://tobutop.tokyo/gomi
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参考資料
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デジタル化 成功のポイントは、国民の
「HPからSNSへ」の変化に対応する事

参考：総務省「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査(平成26年～30年)」
https://www.soumu.go.jp/iicp/research/results/media_usage-time.html

全世代 ネット利用の時間は、毎年ホームページよりSNSの利用時間が増加している。
若者に限らず全年代に当てはまる事象であり、今後更に利用時間の差が開くと推測。

ネット利用 項目別利用時間(全年代・平日)(分)

SNSが逆転

SNS

HP

ネット利用 項目別利用時間(全年代・休日)

差が広がる
SNS

HP

(分)

HPも微増

https://www.soumu.go.jp/iicp/research/results/media_usage-time.html
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国内SNSのユーザー数 （総務省統計）
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GREE
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mixi

Instagram

Facebook

twitter

LINE

平成30年 全世代(N=1500)

総務省 平成30年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書概要 15Pより引用
https://www.soumu.go.jp/main_content/000644166.pdf

ユーザーが最も
多いSNSは

「LINE」

https://www.soumu.go.jp/main_content/000644166.pdf
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HPからSNSへの国民の変化の中で、
残念ながら、現時点では農林水産省だけが遅れて
いる。

まずは、今年度、農林水産省のLINEアカウント
を作ること。
そして、後でアプリを順次、追加していくこと。


